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数理データサイエンス概論(Introduction to Mathematical and Data Science)　　（FED-109
10J1)

升井洋志 学部1年次 1単位
講義 必修 なし 前期
コンピュータアーキテクチャ、情報リテラシー、セキュリティ、数理データサイエンス
[授業の概要]
講義室において講義形式ですすめる
講義毎に小レポートを課し、期末にまとめのレポートを課す

[授業の到達目標及びテーマ]
これからの情報化社会に必要な知識および数理データサイエンスに必要な基礎知識を身につけるこ
とを目的とし以下を到達目標とする
・コンピュータのアーキテクチャおよびアルゴリズムの概要を理解する
・ネットワークの基本的な仕組みを理解する
・情報セキュリティの重要性を理解する
・情報に関する法令遵守の体制を体得する
・数理データサイエンスに関する基礎的な数学知識を理解する

第１回 ：数理データサイエンスとICT
第２回：コンピュータの歴史と仕組み: 大型計算機黎明期から現在まで・アーキテクチャ
第３回：デジタル表現: 2進数の表現と論理演算
第４回：著作権保護とリテラシー: 著作権保護の重要性と事例・情報リテラシー
第５回：セキュリティとネットワーク: ネットワークセキュリティと事例
第６回：データと統計I: AIとデータ
第７回：データと統計II：統計・確率
第８回：データと統計III：クラスタリング・深層学習

座学の講義形式。

特になし
特になし
講義毎の小テストと期末レポートにより成績を評価。100点を満点とし、60点以上で合格とする。

「情報」に関する基本的な用語・知識の予習と、社会におけるデータサイエンスの役割の理解
特になし
プログラミング入門I, プログラミング入門II

×

本科目は「1-A : 数学、自然科学、工学基礎、情報技術等に関する基本的知識とそれを応用する能力
を有する」に関連する。

升井洋志（情報処理センター、0157-26-9587, hgmasui@mail.kitami-it.ac.jp）
オフィスアワー: 随時（事前にメール等で連絡してください）

特になし
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